
はかりの定期検査について     R7.4～ 
 

○検査対象のはかりは? 
 

 
 

                                                    

  

○「集合場所検査」に持っていけないはかりは? 
 

 

 

☟ 

                  
     
                      



計量法抜粋 

 

（定期検査）第１９条第１項 

 （前略）その特定計量器について、その事業所（事業所がない者にあっては、住所）の所

在地を管轄する都道府県知事（その所在地が特定市町村の区域にある場合にあっては、特定

市町村の長）が行う定期検査を受けなければならない。（以下略） 

 

（指定定期検査機関）第２０条 

 都道府県知事又は特定市町村の長は、その指定する者（以下「指定定期検査機関」という。）

に、定期検査を行わせることができる。 
２ 都道府県知事又は特定市町村の長は、前項の規定により指定定期検査機関にその定期検

査の業務（以下この章において「検査業務」という。）の全部又は一部を行わせることとし

たときは、当該検査業務の全部又は一部を行わないものとする。 

 

（定期検査の実施時期等）第２１条 

 定期検査は、特定計量器ごとに政令で定める期間（2 年）に１回、区域ごとに行う。 
２ 都道府県知事は、定期検査を行う区域、その対象となる特定計量器、その実施の期日及

び場所をその期日の１月前までに公示するものとする。 

 

（事前調査）第２２条 

 都道府県知事が定期検査の実施について前条第２項の規定により公示したときは、当該定

期検査を行う区域内の市町村の長は、その対象となる特定計量器の数を調査し、経済産業省

令で定めるところにより(10 日前までに別添様式により)、都道府県知事に報告しなければ

ならない。 

 

 

その他 
 

・岡山県では、平成１９年度から「所在場所検査」「集合場所検査」とも一般社団法人岡山

県計量協会へ指定定期検査機関として業務を委託しています。 

「所在場所検査」は、最大計測量５００ｋｇ以下のはかりが対象となります。岡山県計量

協会から事前にハガキで訪問予定日を連絡し、市町村管内を巡回訪問します。「所在場所検

査」で検査を受ける場合は「集合場所検査」に比べて、手数料が割高になります。 
 
・大型はかりについては、「代検査」を受検していただくようお願いしています。 

「代検査」とは、事業者が資格を持った計量士に検査を依頼し、日時・場所などを双方

協議したうえ、訪問検査するものです。料金には出張費などが含まれますので「所在場所

検査」より高額ですが、大規模工場など大量のはかりを使用している事業者は、「代検査」

の受検が一般的です。 

 

・「持込検査」について、岡山県計量協会にあらかじめ連絡のうえ、岡山県計量管理センタ

ー（岡山市北区芳賀 5301 岡山県工業技術センター内）までご持参いただいても受検する

ことができます。「持込検査」の料金は、集合場所検査と同じです。事前の連絡がいただけ

ない場合は、検査官が出張等で対応できないことがあり、その際は持込当日に検査が受けら

れないこととなりますのでご注意ください。 

 


